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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、　地理情報システム学会、経済地理学会、歴史地理学
会、日本国際地図学会、日本写真測量･リモートセンシング学会、日本リモートセン
シング学会、農業システム学会

GISのデータモデル、防災GIS、考古学GIS、都市計画GISなど

奈良女子大学大学院修士課程地理学専攻

文学修士

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

地理学、GIS

・日本学術会議第1部会員、地域研究委員会副委員長として2年目の活動をした。
・「地理空間情報活用推進基本法」が2007年5月に交付された。法案作成にも専門家としてアドバ
イスをしたので、日本地理学会大会2008年春季学術大会（3月30日）で、シンポジュウム（今後の
地理空間情報社会の進展に向けての地理学の役割）を村山祐司(筑波大)、小荒井　衛（国土地理
院)らと企画し、オーガナイザーを務めた。
・科学研究費一般Ｂ「地理的考え方とGIS技能をベースにした地域力育成のための地理教育に関す
る研究｣(研究代表者：碓井照子）

・ 2007年9月20日に日本学術会議から対外報告「現代的課題を切り拓く地理教育」(地域研究人文
経済地理地域教育(地理教育を含む)分科会と同委員会人類学分科会)を公表し、政府・教育関係機
関に地理教育の重要性を提言した。学術会議からの地理教育の提言としては最初のものである。
・GIS関連科目が日本地理学会GIS学術士、GIS専門学術士の認定科目となった。(2008年3月20日)
・阪神淡路大震災以後継続調査している復興調査(通称、防災調査)を今年度も継続し、36回目を
実施した。
・「GISＤａｙ　in　関西　2007」を実施した。

・ 日本地理学会代議員、日本地理学会地理情報システム技術資格推進委員（2007年度継続）
・人文地理学会・地理情報システム学会理事（2007,208年度）
・地理情報システム学会GIS技術資格局・局長として2年目に入り、GIS人材育成に貢献した。
・日本国際地図学会第23期評議員（平成19年度・20年度）に就任
・システム農学会理事（編集担当）2007年4月1日～2009年3月31日まで）
・文部科学省科学技術・学術審議会専門委員(平成19年3月5日～平成21年1月31日)
・ 国土地理院測量行政基本政策部会委員

奈良大学ネットワーク委員　　　情報処理センター運営委員　　就職委員会委員



① 地理空間情報と都
市再生街区基本調
査（１）

単著

② 地理空間情報と都
市再生街区基本調
査（２）

単著

③ 地理空間情報と都
市再生街区基本調
査（３）

単著

① 地理空間活用推進
基本法と地理学

単

① 基盤地図情報がこ
れからの社会で果
たす役割

単 基盤地図情報が利活用される社会
に関しての総説

地理学にとって地理空間情報活用
推進基本法がどのような意味を持
つか、地理的方法論から考察し
た。

地理空間情報活用推進基本法が、
NSDI法であることを考察した特別
寄稿論文

基盤地図情報の特性と地物に関す
る特別寄稿論文

自治体GISにおける豊中高槻方式と
街区基準点に関する特別寄稿論文

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

全国国土調査協会国
土調査no.133,pp.4-8

2007年8月

2007年10月

2008年1月

全国国土調査協会国
土調査no.134 pp.4-
9

全国国土調査協会国
土調査no.135 pp.4-
9

2008年3月

日本地図ｾﾝﾀｰ,地図中
心　422号　pp.3-5

2007年11月

日本地理学会発表要
旨集no.73,p.38


